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■--------------------------------------------------------------------
１．【お知らせ】意思の表出：提言・見解・報告の公表について
--------------------------------------------------------------------■
【見解】日本学術会議は、会則第２条第４号に掲げる意思の表出として、
　　　　以下の見解を公表しました。
・８月12日
○見解「国立心理科学研究所構想の推進」
　https://krs.bz/scj/c?c=755&m=66866&v=0a77fb8c&kv=202606
　（要旨）https://krs.bz/scj/c?c=756&m=66866&v=479ffbeb&kv=202606

○見解「人口減少・人口偏在社会に求められるヘルスケア人材
　－需要と供給のバランス・地域偏在の課題解決に向けた各医療専門職の役割機能を段階的に拡張する方策－」
　https://krs.bz/scj/c?c=757&m=66866&v=ca170609&kv=202606
　（要旨）https://krs.bz/scj/c?c=758&m=66866&v=6b2e01b3&kv=202606

【提言・報告等は、ウェブサイトからもご覧になれます。】
　https://krs.bz/scj/c?c=759&m=66866&v=e6a6fc51&kv=202606

■--------------------------------------------------------------------
２．【開催案内】共同主催国際会議「第32回国際園芸学会議」
--------------------------------------------------------------------■
　会　期：令和８（2026）年８月23日（日）～８月28日（金）［６日間］
　場　所：国立京都国際会館、京都府立京都学・歴彩館（いずれも京都府京都市）

　日本学術会議が一般社団法人園芸学会と共同主催する「第32回国際園芸学
会議」が、８月23日（日）～８月28日（金）に国立京都国際会館及び京都府
立京都学・歴彩館（京都府京都市）で開催されます。
　本会議は「園芸の多様性を探る（Exploring the Diversity of Horticulture）」
をメインテーマに、園芸作物に関する様々な分野の研究発表と討論が予定され
ています。
　また、本会議期間中に、市民公開講座「『人・自然・生命』シンポジウム　
次世代に贈る社会―パラダイムシフトー」を京都府立京都学・歴彩館 大ホー
ル（京都府京都市）で開催します。本講座では、異常気象や生物多様性の減少
などの課題に対応するグリーン成長戦略における、土木インフラの雨水利用や、
農業による都市緑化や食料、住宅における材木の利用など、未来社会の在り方
を、わかりやすく説明します。
　関係者の皆様に周知いただくとともに、是非、御参加ください。

第32回国際園芸学会議　市民公開講座
「『人・自然・生命』シンポジウム　次世代に贈る社会―パラダイムシフトー」
　開催日時：令和８年（2026年）８月28日(金)　13:00～15:30
　開催地：京都府立京都学・歴彩館 大ホール
　対　象：どなたでも参加いただけます。定員450名。

【申込方法】
参加費無料（要事前申込/定員（450名）に達し次第受付終了）
以下のリンク先にあるフォームより申込をお願いいたします。
https://krs.bz/scj/c?c=760&m=66866&v=0fd4e7de&kv=202606

【問い合わせ先】
第32回国際園芸学会議（IHC2026）
ihc2026(a)convention.co.jp
※(a)を@にしてお送りください。

■■--------------------------------------------------------------------
３．【お知らせ】特設ウェブサイト　日本学術会議の法人化について
--------------------------------------------------------------------□□
　令和７年６月11日に日本学術会議法が成立し、日本学術会議は、令和８年
　10月１日に法人へ移行することとなりました。
　こちらのページでは、法人化の準備状況等を掲載しております。
　https://krs.bz/scj/c?c=761&m=66866&v=825c1a3c&kv=202606

***********************************************************************
　日本学術会議公式Ｘ
　　https://krs.bz/scj/c?c=762&m=66866&v=cfb41a5b&kv=202606
　日本学術会議YouTubeチャンネル
　　https://krs.bz/scj/c?c=763&m=66866&v=423ce7b9&kv=202606
***********************************************************************
=======================================================================
　日本学術会議ニュース・メールは転載自由ですので、関係団体の学術誌等へ
の転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多くの方にお読み
いただけるようにお取り計らいください。
　過去のニュース・メールは、日本学術会議ウェブサイトに掲載しております。
https://krs.bz/scj/c?c=764&m=66866&v=54641a95&kv=202606

【本メールに関する問い合わせ】
　本メールは、配信専用のアドレスで配信されており返信できません。
　本メールに関する問い合わせは、下記のURLに連絡先の記載がありますの
で、そちらからお願いいたします。
=======================================================================
　発行：日本学術会議事務局　https://krs.bz/scj/c?c=765&m=66866&v=d9ece777&kv=202606
　　　　 〒106-8555 東京都港区六本木7-22-34
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